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マルチマーカー計測システムの開発プロジェクト
背景とプロジェクトの必要性

わが国は、少子高齢化、長寿命化が
進み、労働人口割合が低下するだけで
なく、現代社会に特有の心の病や生活
習慣病の急増が指摘されています。人
類にとって健康を保ちながら長生きす
ることは最大の課題の一つです。健康

とはただ単に肉体的に病気でない状態
を言うのではなく、生きがいや幸せを
感じながら日々の生活を送ることも含
まれます。そのため、健康維持にかか
わる技術開発や健康関連産業の振興は、
総合科学技術会議や経済産業省などに
おいてもその重要性が強調されていま

す。2009年12月30日に閣議決定された
「新成長戦略（基本方針）」では、医療・
介護・健康関連産業が成長牽引産業と
位置づけられています。人間の健康状
態を計測し、その活動を支援する技術
を真に産業へと結びつけるためにはさ
まざまな研究分野の融合が必要です。

こうしん

● アディポカイン測定用マイクロチップの開発

● マルチマーカー計測用集積化CD型流体デバイス

● 卓上型マルチマーカー計測システム

● マルチマーカー検出 ・ 計測に向けたナノ薄膜創成と
　 超高感度検出技術

マイクロ流路中でのマルチマーカー測定技術
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1. 試料注入

2. 秤量用流路へ分注

3. 反応リザーバーへ送液

4. 未反応の試料成分を分離

5. 酵素反応により蛍光検出
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遠心力を利用した自動測定技術

高感度マルチ光計測技術

ナノ薄膜 ・ 表面処理による高感度化技術
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光導波モードセンサーシステム

情報通信分野の技術
（オプトエレクトロニクス）

小型マルチ蛍光分割装置→

★ 未病状態での疾病予知指標群

☆ 既存タンパク質マーカー

☆ 新規脂質マーカー

生活習慣悪化

内臓脂肪の蓄積
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ポータブル型
マルチマーカー計測システム

○計測システムを用いたデータの集積と
　早期診断データベースの構築

生活習慣病
診断モデル

健康情報DB

医療 ・ 生活
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（アディポカイン類）

マルチマーカー計測システムの開発
生活習慣病の早期診断を実現するため、科学的根拠をもったバイオマーカーを一度に迅速、安価に測定する計測システムを開発する。
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急速に少子高齢化が進む日本では、健康で安心して
暮らせる健康長寿社会の実現が社会的な課題となって
います。そのために、産総研では総合研究所としての
強みを活かした研究分野の融合によって、疾

しっぺい

病の予防
や早期診断を行うための健康状態計測システムの開発
を行っています。このようなシステムを構築するため
には、この特集で紹介するように、先端的なバイオ技

術とナノテクノロジー・材料・製造技術、情報技術を
融合することが必要です。この取り組みを、産学官の
緊密な連携のもとでさらに展開することにより、健康
状態を測りたい時に、その場で手軽に計測できるポイ
ント・オブ・ケア・テスティング（POCT）を実現して国
民福祉と健康産業に貢献できることを期待しています。

健康状態計測システムへの期待 理事・ライフサイエンス分野 研究統括

湯
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プロジェクトの目標
糖尿病に代表される生活習慣病の医

療費は10.4兆円で国民医療費の32 ％を
占めます。また、その死亡割合は60.9 
％（2004年度厚労省データ）という報
告もあり、生活習慣病の予防や早期診
断は喫緊の課題と言えます。例えば、
2002年時点でわが国の糖尿病患者数は
約228万人であるのに対して、その予
備軍は1,620万人と推定され、予備軍
の数は急速に増加していると考えられ
ています。しかし、生活習慣病になる
手前である「未病」状態を定量的に診断
できる方法は現在ありません。これは
未病状態を診断する科学的根拠を伴っ
た確かなバイオマーカーが乏しく、い
くつかの候補となるバイオマーカーも
計測に大型の分析装置と長い分析時間
を必要としており、実用的でないこと
が原因です。

そこで、産総研内の各分野に分散し
ていた技術を統合して、未病状態を診
断するバイオマーカー群（マルチマー
カー）の開発を行い、それらマルチマー
カーを一度に迅速に計測・評価できる
システムの開発を目指すプロジェクト

を推進しています。さらに、健康診断
情報や血圧、心拍、歩容、そのほかの
行動などの非侵襲測定データを統合し
た健康データベースを構築した後、開
発した評価システムから得られたデー
タを相補的に解析し、未病状態評価の
ためのマルチマーカーとして有用性の
検証を行うことを目標としています。
最終的には、企業と共同して新しい健
康管理システムとして社会に普及させ
ることを目指します。　　

産総研シーズ融合によるプロジェクト
の展開

具体的な直近の目標としては、2年
後に研究者や臨床検査機関による、生
活習慣病（特に糖尿病）の早期診断が可
能となる計測評価システムのプロトタ
イプの試作を目指しています。そのた
め、現在までに構築した大学病院、企
業などとの共同研究体制をより強固に
して研究を進めるとともに、産総研内
の各研究ユニットで個別に展開されて
いる技術の統合を強力に推進している
ところです。

このプロジェクトは、ライフサイ

エンス分野のマルチマーカーの同定技
術、そしてナノテクノロジー・材料・
製造とライフサイエンス分野のバイオ
チップ技術、さらに情報通信・エレク
トロニクス分野の高感度検出技術を結
びつけ、生活習慣病の早期診断システ
ムの開発を目指す画期的な試みです。
また、このシステムの実証試験として、
情報通信・エレクトロニクス分野で蓄
積を進めている健康データベース評価
システムによって検証を図ります。

健康工学研究部門長
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【参画する研究ユニット】
ライフサイエンス分野：
健康工学研究部門、バイオメディカル研
究部門、ヒューマンライフテクノロジー
研究部門

ナノテクノロジー・材料・製造分野：
ナノシステム研究部門

情報通信・エレクトロニクス分野：
光技術研究部門、デジタルヒューマン工
学研究センター、社会知能技術研究ラボ




